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ABSTRACT  

Comparative Morphology of th寧Pel■vis andHindI＜imb ofJapaneseMuroidea・ⅠⅠ．Chara－  
cteristicsfromtheviewpointT6fecologyandsyst甲atics・YukibumiKANEKO（Zoological  
Institute，FacultyofScience，Kyoto－：University）Zool・Mag・7ぞ：163－173（1969）  
Theresultsobtained by thepresehtJinvestigation．甲ay besumrnarisedasfollows：   

1）Thedegreeofthedeveloprn9ntOftdberosity，CreStandridgeofthepelvis and  
hindlimb seemed to be correlated with that of fossoria11ife of some animals．   

2）Ofallthespeciese甲rii＊9dinthepr甲en＜study，、the雫eXualdiffer9nCeSinlength  
andWidth ofpubis and orbturatorfora甲en Wer．eapParently observed・These differences  
woulld be derived from tb・e functionaldifference of the animals of eachもex．   

3）Theseveranceofpubiqsyinphysisin f＄mal占animalwas observedin allthe  
speciesofMicrotinaeusedinthepresentinvestigation・While，in Murinae，it was found  

Onlyln the case of Mus molossinus var・  

4）For the explanation on the process of reductionand severanceof pubicgym・  
physis，theinterpretations givenby Chapman（1919）and Rensch（1959）seemed to be  
most reliable．  

5）Ifit would be assumable that the degree of the difference observedinMurinae  
／  representsagen。ralt。nd。nCyOfsexualdifferenceofthepel，is，th。degre。。fthe  

difference foundinMicrotinae could beconsidered as aspecialized one which rnightbe  
attributedtothephylogenicdeviation・（ReceivedMarch9，1969）  

筆者は，前報（1968）で，ネズミ類の形態を系  

統分類学的に取り扱う際の方法について述べ，ハタ  

ネズミMicrotusmontebelli（MIもNE－EDWARDS）  

の骨盤・ 後肢の形態が，個体発生過程でどのように  

変化するかということを，おもに，雌雄差の発現，  

地中生持との関連という角度から問題にし，その結  

果を報告した。、  

今回，は，日本産ネズミ掛こ，．大陸の類縁種を加え  

て，それらの骨盤・後肢の形態の此較を行い，形態  

を生活と系統との関連で論議する。  

材料、と 方◆法．，J  

材料 材料にもちいた日本産ネズミ類（ハグネズミ  

亜科Microtin云e，ネズミ亜科Murinae）の各種類  

について，標本数・採集場所・種の分布域等を韓1  
表に示した。なお，参考としてもちいた日本産以外  

のネズミ類（ハタネズミ亜科，キヌゲネズミ亜科  

Cricetinae）の種についても同様に第1表に示した。  

方法 採集した標本の処理，および計測部位にわい  

ては，前報と同様である。   

形態の比較に際しては；成体をおもにもちいた。  

参考として比較的幼若な個体の形態についても扱っ  

たが，それらは第1表の種類番号1，4，5，6，7，  
8，9，10∴11，1云に・ついてである。   

成体の判岳は，次のネうな基準による。ハタネズ  
ミ亜科め種類の峰で晦原体の半捌に，＝前報で取り  
扱った恥骨結合の有無をもちレ）．た。各種について，  
この雌の頭蓋基底長の範囲内にある雄を成体とし  

た。ネズミ亜科では，▼ハツカネズミiちつい 

▼ 

種禁則こついては，雄では，精巣下降，籍巣長径の大  
な．るもの，貯精のうの発達しているものを：成体と   

163  
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165  日本産ネズミ頸の骨盤・後肢の形態比較  

による個体が大部分。腸骨と関節していない他の仙  

椎の横突起の巾は狭い。  

（2）雌雄において相違する特徴   

前報（1968）ですでに述べたような点が認めら  

れる。再言すれば，座骨と恥骨のつくる外縁の形の  

相違，閉鎖孔の形状・恥骨長・恥骨巾のちがい，恥  

骨結合の有無の諸点である。すなわち，恥骨・座骨  

の部分に雌雄差が生じている。  

し，雌では，乳頭の顕著なもの，膣開孔あるいは腰  

栓の存するもの，胎児をもっているもの，あるいは  

胎盤跡の確認できるものを成体とした。   

骨盤・大腿骨・下腰骨の記述に際しての解剖学用  

語は，おもにHowell（1926）にしたがった。これ  

らの名称はすべて前報と同様である。   

計測結果の整理の仕方は，前報のハタネズミでの  

結論を利用して，雌雄差の現われる部位と，生活様  

式と関連があると考えられる部位について，種間で  

の比較を行うことである。  

骨盤の形態および計測結果  

〔A〕各種ネズミ（成体）の骨盤の形態   

ここでは，（1）雌雄において共通する特徴，（2）  

雌雄において相違する特徴の2っの観点からみるこ  

とにする。   

形態の記載は，ノ、タネズミ亜科はハタネズミ，ネ  

ズミ亜科はアカネズミに重点を置き，他唖頒の特徴  

は第2表に示す。  

（a）ハタネズミ（種頒番号1，第1図，前報第  

1～2図参照）  

（1）雌雄において共通する特徴   

腸骨は細長い棒状の形をし，その横断面は三角  

形。腸骨前端は丸みをおびる。腸骨を縦にしきる外  

腸骨組（1・r・）の発達は恋い。外腸骨繰によってし  

きられた腹側面の下背筋蘭（i・g・f・）は，はっきり  

した窪みになっておらず，また背側面の上背筋碍  

（S．g．f・）は，わずかな窪みが認められる。腸骨の  

腹側線の腸骨下線（i・b・）は，少し丸みをおびる。  

この腸骨下線は下腸骨繰（i・r・）につながり，それ  

は寛骨日直前の大腿直筋突起（f・p・）に終わる。こ  

の突起の高さは寛骨白と同じ程度か，それよりも低  

い程度である。腸骨背側線の腸骨上線（S・b・）は，  

仙骨と関節する部分に相当する。ハタネズミではこ  

の長さは，腸骨長の約1／3～1／4にあたる。この腸  

骨上緑後端の上後腸骨棟（p・S・S・）から轡筋切痕  

（g・n・）は，ゆるい曲線を描き，座骨の背側線に至  

る。   

座骨では双子筋滞（g・f・）が深く窪み，それに隣  

接した座骨結節（i・t・）が肥厚している。この結節  

の背側緑は恥骨腹側緑に平行に走る。また，双子筋  

宿直前の座骨切痕（S・n・）のくびれが顕著である。   

恥骨にほ恥骨筋突起（p・p・）がみられるほかに，  

形の上での雌雄の共通点は認められない。   

仙骨ほ，多くの個体（♀100％，888％）で4っ  

の仙椎の癒合によりなり，腸骨との関節は第1仙椎  

＋  ＋  十 十十★ナ十十叶十＋十 十十 ＋心叫＋ ＋   

第1図 ハタネズミ？の骨盤の形態（左側面図）   

f．p．：大腿直筋突起，g・f・：双子筋簡，g・n・：   

背筋切痕，i・b∴腸骨下緑，i・C∴腸骨稜，  

i．g．f∴下層筋筒，i．r．：下腸骨繰，i・t・：座骨   

結節，1．r・：外腸骨組，p・p・‥恥骨筋突起．   

p．s．s．：上後腸骨払S．b．：腸骨上線，S・g・f・：   

上背筋滞，S．n．‥座骨切痕．   

（b）アカネズミ（種類番号8，第2図）  

（1）雌堆において共通する特徴   

腸骨前端の腸骨稜（i・C・）が前につき出る。腸骨  

稜の横断面は，下に広く開いた逆Ⅴ字型（＜）で，  

頂点が外腸骨繰に相当する。この外腸骨綿は発達  

7cm  
：         －「  

第2図 アカネズミの骨盤の形態（左側面図）  

A：？，B：6   
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167  日本産ネズミ類の骨盤・後肢の形態比較   

し，これによって上下に分けられた上・下層筋簡の  

巾は広く，やや窪む。腸骨上線の長さは腸骨長の約  

1／2。轡筋切痕はほぼ直角に切れ込む。大腿直筋突  

起は寛骨臼と同じ高さかあるいはそれより高い。   

座骨の寛骨白側の座骨上枝部は，座骨下枝部にほ  

ぼ直角にまがり，直角の部分に座骨結節が相当す  

る。双子筋爾はわずかに窪み，座骨結節はわずかに  

肥厚。   

仙骨は多くの個体で3っの仙椎よりなる（♀63％，  

8100％）。第1・2仙椎が腸骨と関節する個体が多  

い。各仙椎の横突起の巾は広い。  

（2）雌雄における相違としての特徴   

ノ、タネズミ亜科の各種ネズミに現われた雌堆差と  

は異なり，恥骨の部分におもにみられる。雌は雄に  

比べ，恥骨部分が後方にのびているが，座骨外縁の  

形状での雌雄差は目立たない。閉鎖孔は雌の方が雄  

より細長い。  

〔B〕幼若個休の骨盤の形態  

Tcm  
±竺－ニ＝＝≠  

第3図ドブネズミの骨盤の形態（左側面図）  

A：♀，B‥6  

5∂  

4a  

7b  

8  
Jcm  

二    」  
7cm  J～7  

第4図．．各種ネズミ1の骨盤の形態（左側面図）  

エ （a：♀，b‥6），3・ヤチネズミ（a：？，b‥8），  
ス 

カ
 
 
 

1
 
4
 
7
 
 

／ヽ ■ヽ ／ヽ／l、／ヽ ヽ  ＼‾ ■  TJ ‾’ ヽ＿ノ′′  ▼  ■ ′  

ヵヤネズミ（a‥？，b‥8），臥クマネズミ（a‥？，b：6）・  
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恥 骨 長  恥骨巾  
型旦坦  

恥骨長  
×100  

10   20 ヲ右  斗  6  8 10 12 1q 16  
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第5囲各種ネズミの恥骨長，恥骨巾・ ×100  

⊂コ♀，■6のレンジ，縦線：平均値了短形：標準偏差（m±S），ただし個体数8以上のものの  
み取り扱った。以上は第6図，第7図についても同様である。  

閉鎖孔巾  
閉鎖孔長  閉鎖孔巾  ×100  

閉鎖孔長   
叫 6 8 1012 mm  
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第6図各種ネズミの閉鎖孔長・閉凱巾・ ×100   
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169  日本産ネズミ類の骨盤・後肢の形態比較  

大 腿 骨 長  大腰骨側隆起巾  
mm  81012141618 20 222斗 26 28 う0 う2 う斗 う6 う8  O 2 mm 

］
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2）疋．k．   

う）脚．f．   

斗）C．r・b・   

う）C・r・m・   
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結果がすべての種類で現われた。   

以上のような雌雄差は，ほぼすべての種筆削こ共通  

してみられる特徴であるが＊，その雌雄差の程度は，  

種頒により異なっている。  

（2）晋×100の種問差をみる（第  
7図）と，次のようになる。ノ、タネズミ，ヨシノ、タ  

ネズミ，スミスネズミ等がやや高い値を示し，カヤ  

ネズミが一 番低い。  

（3）下腰骨側隆起の発達程度を4段階に分け，そ  

れぞれの個体数の結果を第8図に示した。0は隆起  

の見られないもの，あとは隆起の発達程度により3  

段階に分けたものである。この固から，下腿骨側隆  
起は，ノ＼タネズミ，ヨシノ、タネズミが最高に発達  

し，次にスミスネズミ，アカネズミ，ノ、ツカネズミ  

などであり，ドブネズミ，クマネズミでは，この隆  
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大腿骨側隆起巾   

大腿骨長  
×100  第7図（b）各種ネズミの  

（×：♀，●：8）   

扱った種類と材料の選び方についてはすでに材料  

と方法の項で述べた。その結果，ノ、タネズミ亜科と  

幼若個体の骨盤と，ネズミ亜科のそれを比較する  

と，亜科的差が観察される。それは，前者では座骨  

結節の外縁の形がまるみをおびているのに対して，  

後者はそれが直角に近い形をしていることである。  

〔C〕各種ネズミの計測結果のまとめ  

×100，  

，  

×100 において認  

（1）雌雄差は，恥骨長，恥骨巾  ＊ドブネズミの恥骨長・閉鎖孔長，ヒメキヌゲネズ   

ミの閉鎖孔長では，雌雄差の現われ方が逆である   

が，扱った標本数が少ないので，現段階では問題   

としなかった。   

閉鎖孔巾  
閉鎖孔長，閉鎖孔巾，   

閉鎖孔長  

められた（第5～6図）。各種掛こついて，平均値で  
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位について，他種類の成体の形態や計測結果等（前  

項の〔A〕および〔C〕の（2），（3））をあわせてみる  

と，ノ、タネズミ，ヨシノ、タネズミ，スミスネズミ，  

ハッカネズミ，アカネズミ等での結節・隆起の発達  

がやや顕著であった。   

また，雌において恥骨結合の消失する種は，ハタ  

ネズミ亜科の各種と，ノ、ツカネズミであった（この  

恥骨結合消失という現象は，雌にのみ生じるので，  

詳しくは，次項の種族維持の側面で論じるが，その  

中には，個体維持の側面の反映としてもとらえられ  

る＊）。   

これらの現象を，前報でふれたように，他種のネ  

ズミについても，地中生活との関連で問題にしてみ  

る。   

まず，雌で恥骨結合の消失がみられた，ハタネズ  

ミ重科について（台湾産のキクチハタネズミと中国  

大陸産のヨシハタネズミは，生態が不明なので，今  

回は論議の対象からはぶく）。   

阿部（1966）によれば，エゾヤチネズミは草原的  

景観をもっ環境において最も多く，被度，密度およ  

び落葉層の厚さの大きい所を最も好適な生息場所と  

している。また，営巣について木下（1928）は，造  

林地における根株，倒木の下にしやすいと述べてい  

る。以上のような生息場所，営巣場所の記載と，骨  

盤・後肢の結節・隆起の発達程度が低いことを考え  

あわせると，このネズミは，／、タネズミほど地中生  

活への適応がすすんでいないように思える。   

ミカドネズミについて，阿部（1966）は，喬木  

林，藤木林等のなかで，被慶，密度および落葉層の  

厚さの大きいところにすむと述べている。この事柄  

と，骨盤・後肢の結節・隆起の未発達な状態を考え  

あわせると，このネズミの地中生活の程度は，エゾ  

ヤチネズミに近いと推量される。   

ヤチネズミは，筆者の採集した八ヶ岳では，コメ  

ツガ，オオシラピソ林で採集され，木の根株や，倒  

木のワキにおいたワナに捕獲できるので，エゾヤチ  

ネズミに頸似した地中生活者であると思われる。骨  

盤・後肢の結節・隆起の発達状態も類似性が大き  

い。   

スミスネズミは，陽光のよく入る若い造林地や，  

第8図 各種ネズミの下腿骨側隆起の発達程度   

（章従目盛は個体数，横目盛は隆起の発達程度）  

［ニコ ♀，■■8   

起の発達ほすすんでいない。  

論  議   

以上の資料をもちい，また現在までにわかってい  

る日本産ネズミ顆の生態や系統ヒの問題点を関連さ  

せて，骨盤・後肢の骨の形態比較を，次の2っの面  

から論じてみる。   

A）生活上の問題  

（1）個体維持の側面からみた形態と機能の種問比  

較   

日本産ネズミ頬の多くの種は，程度の差はあって  

も，地中生活様式と関連がある。しかしその地中生  

活様式の内容は，食虫類のモグラ属〟βgβrαなど  

の完全な地中生活者の内容と異なる。   

例えば，ハタネズミは，寝ぐら・出産・保育は地  

中であるが，食物の獲得場所はおもに地上でおこな  

われる。また地中といっても，それは種類により，  

坑道をうがってそこに巣をつくるものから，落筆層  

と地面の間のすきまを利用したり，倒木や地面との  

境を利用したり，岩石の周辺の利用や，すでに他種  

によってつくられた坑道の利用など，そのあり方は  

多様である。   

今回材料にもちいた日本産ネズミ腰を，地中生活  

様式への傾斜という形で，整然と整理はできない  

が，前報のハタネズミで述べた諸点と関連づけて述  

べてみる。   

前報で，ハタネズミの成長の後半で急激に増加す  

る部位一座骨結節の厚さ，大腿骨側隆起巾，下腿  

骨側隆起巾－は，このネズミの地中生活様式との  

関連が考えられる部位であると述べた。この計測部  

＊Chapman（工919）は，経産・未経産個体の判定の   

あいまいさが昂るが，ハタネズミ亜科の0托血加   

の雌の恥骨結合は消失しないという。このネズミ   
が水棲生活者である羊とを考慮すれば，恥骨結合   

消失と地中生活との関連性への一つの資料となる   
だろう。   
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以上述べた雌雄それぞれのもっ機能の相違が，雌  

雄の形態上の差として現われているように思われ  

る。したがって，各種の雌に共通して認められた上  

記の諸現象は，雌の分娩行為にとって，適応的意義  

を示唆しよう。   

そこで，次に問題になることは，上記の雌雄差の  

現われ方の程度，雌の恥骨結合消失の有無の種類に  

よる違いについてである＊。   

さて，Rensch（1959）は，恥骨結合の短小化・  

消失に関して，次のようなことを述べている。鬱菌  

類のネズミ類の進化は，身体の小型化の方向に進ん  

でいる。が，成体における身体のノj＼型化は，そのま  

ま同じ割合で胎児の小型化を生じていない。その結  

果，身体のノト型化したものでは，親と胎児の身体の  

大きさに矛盾が生じ，親の恥骨結合が短くなった  

り，軟骨化して左右寛骨が離れるのであると。   

この議論は，生物の身体の大きさということを生  

物学的に問題にした点ですぐれていると思われる。  

今回の結果において，日本産ネズミ輝申，比較的大  

型な種である，クマネズミやドブネズミでは雌雄に  

恥骨結合が存在すること，雌雄の骨盤の外形的類似  

が高いことなどがみられたが，これについては  

Renschの考え方で解決がつけられよう。ところ  

が，雌で恥骨結合の消失するハツカネズミと同様  

に，身体の小型化している，カヤネズミ，ヒメネズ  

ミの雌で，恥骨結合が消失しないという現象は，ど  

のように理解すればよいのであろうか。このような  

点で，Renscbの考え方，すなわち身体の大きさと  

の関連だけでは，骨盤の恥骨結合消失の問題を解決  

しえないであろう。   

ところで，Chapman（1919）は，鬱歯＃，食虫  

頒の骨盤の形態比校を行い，穴掘り生活の程度に  

よ、り，骨盤の形態の平行現象を見つけている。そ■し  

て，雌の恥骨結合消失を穴掘り生活との関連で論議  

している。今回の日本産ネズミ頸の恥骨結合消失種  
－ハタネズミ，エゾヤチネズミ，ミカドネズミ，  

ヤチネズミ，スミスネズミ，ハツカネズミーは，  

程度の差はあるが，地中生活様式との強い関連が  

あった（前述）。   

以上，RenschおよびChapmanの考え方をあ  

広葉樹林であまり大きくない岩石のある付近か，砂  

礫質または古生層の発達したと上ろに巣穴・通路が  

多いという（上田・宇田川，1967）。このネズミの  

骨盤の外形はヤチネズミ属 Cヱβ〃1r盲∂乃0椚ツSに類似  

していたが，座骨結節，大腿骨および下腿旨の側隆  

起は少し発達していた。スミスネズミの地中生活へ  

の適応の程度はまだ十分にわかっていないが，おそ  

らくヤチネズミ属よりも高いと思われる。   

一方，ネズミ亜科内ではどうであろうか。アカネ  

ズミ，ドプネズミなどにつJ、ても，地中生活様式を  

とることが，採集経験および文献等により認められ  

るのであるが，現段階では骨盤・後肢の骨の形態と  

の関連性は十斜こ指摘できず，今後の問題になる。  

これに対して，ノ、ツカネズミでは，雌の恥骨結合消  

失という目立った特徴がある‘。青木（1926）は，ハ  

ツカネズミの地中の坑道網を観察し，生息区域はノ、  

クネズミより狭い一重の坑道をみている。また，平  

岩・浜島（1957）はノ、ツカネズざの生息場所を述べ  

ており，それによると，野菜畑に年中生息，畑の近  

くに堆肥やワラ積があればそこに，ない場合は真冬  

でも土中に穴居し，越冬するという。聾者のもちい  

た研究材料は，ノ、ツカネズミの豪飼品種であり，上  
記の記録は野鼠という違いばあるが，ハツカネズミ  

屑〟〟Sの地中生活への適応程度と，骨盤・後肢部  

の結節・隆起および恥骨結合消失（後述）の関連性  

は示唆されるといえよう。  

（2）種族維持的側面からみた雌雄の機能の相違   

ハタネズミにおける雌雄差は，恥骨・座骨の部分  

に生じていた。すなわち，座骨と恥骨によってでき  

る外縁め形，恥骨の長さ・巾，閉鎖孔の長さ・巾，  

恥骨結合消失の有無の諸点である（前報）。   

恥骨結合消失の有無を除い七，今回の結果から  

も・雌雄差につ†、てほぼ同様の傾向が，ノ＼タネズミ  

亜科，ネズミ重科，キヌゲネズミ亜科の按った種の  

ほとんどにみられたことは注目してよいだろう㌔   

晰ま雄に比して，恥骨長が大，恥骨巾が小，閉鎖  

孔長大∴臍態孔巾ノトという現象を示していること  

は，雌雄の機能の相違と関連があると思われる毒そ  
れは，哺乳類の雌は骨盤というワクから，ある聖蓮  

の大きさの胎児を生み出さぬばならない（Lesser・  

tisseur＆Saban，1967）のに対して，雄ではその  

ような機能は必要としないということである。  ＊雄で恥骨結合が消失しないことについて，次のよ   

うに考えられよう。雄では恥骨結合下面に，座骨   

海綿体筋が左右寛骨を結びつける形で付着してい   
る。したがって，雄で恥骨結合を終生もっという   

ことは，墟七分娩行為がないことと，この筋肉の   

働きとが関連しているように思われる。   

＊前述したように，ドブネズミおよびヒメキヌゲネ   

ズミの結果については，榎本数の少ないことから，   

現段階では重要視していない。  

OLIVE 香川大学学術情報リポジトリ



172  金 子 之 史  

わせれば，日本産ネズミ頒では，地中生活様式をと  

り，かつ小型化した種類の雌で，恥骨結合を消失す  

るというように考えることができよう。また，この  

現象が前経で述べたように，妊娠経験との関連で現  

われることを考慮すれば，恥骨結合消失ということ  

は，上記の種にとっての適応的意味をもっことにな  

ろう。   

このように考えるならば，骨盤の恥骨の部斜こ生  

じた形態の，種によるさまざまな程度は，個体維持  

的側面と，種族維持的側面の相互関係によって現わ  

れるということになる。この議論をさらに深めるた  

めにほ，今回の資料では不十分であり，例えば，地  

中生活様式をとる種の雌の行動，生まれる胎児の  

数・大きさ，およびその発育状態などと，その種と  

類縁の近い，地上生活者のそれとの比較検討が必要  

である。   

B）系統上の問題   

各種ネズミの形態の記載，および幼若個体の形態  

の比較の結果から明らかなように，骨盤・後肢の形  

態に関しては，現在のところ種問・属問の系統的相  

違については述べられないが，亜糾問については若  

干のことが考えられよう。   

ハタネズミ亜科・ネズミ亜科という2っの群につ  

いての知識を，Flower＆Lyde唾r（1891），Grase畠  
＆Dekeyser（1955），Viret（1955）等から整理して  

みると次のようになる。   

ノ、タネズミ亜科は現在22属あり，土を掘る習性  

をもち，一般に外形は，目が小さく，鼻面が丸く，  

外耳ほ小さく，四肢・尾ともに短い。旧北区から北  

米に分布する群である。   

それに対して，ネズミ亜科は70属以上よりなる  

家風をふくむ非常に繁栄した群で，特別な適応のあ  

とがわずかである。分布は家風を除いては旧大陸に  

限られる。   
この両亜科は，キヌゲネズミ科Cricetidaeの仲  

間を祖先とするとされているが，その具体的な経過  

は現在の古生物学は示してくれていない。   

ところで，形態のもつ歴史性，すなわち，形態の  

上に系統的関係がどのように反映しているかという  

ことは，厳密には，同属・同亜科にふくまれるすべ  

ての種を比較検討した上でなされるべきものであろ  

う。現段階では扱った材料が限定されており，部分  

的な比較にとどまるという点を考慮した上で，少し  

この間題にふれてみたい。   

ハタネズミ亜科の雌雄と，ネズミ亜科の雌雄を比  

較すると，前者の雌雄差は恥骨・座骨の部釧こ生じ  

ているのに対して，後者のそれは，おもに恥骨の部  

分に生じ，座骨の部分は共通性をもっていた。すな  

わち，後者の方がより雌雄差が著しくないが，その  

中でも，ドプネズミ・クマネズミの雌雄差がもっと  

も小さい。雌雄差の顕著でないものを一般的な形態  

と考えるならば，ノ＼タネズミ亜科の骨盤は特殊化し  

た形態であり，ネズミ亜科の骨盤はより一般的特徴  

を保っているといえよう。   

このことを，2亜科のネズミの一般的特徴と関連  

させると，ハタネズミ亜科はおもに地中生活様式と  

の関連の中で，形態的に特殊化した群であり，それ  

に対してネズミ亜科は，その面では特殊な適応をせ  

ずに，形態の上に一般性をとどめた形で進化した群  

であり，そのような特殊化していないものから住家  

性ネズミが起原し，汎世界的に分布し，繁栄してい  

るのである。   

また，個体発生の初期に，座骨外縁部の形状に  

よって，ハタネズミ亜科とネズミ亜科の差が生じて  

いることは，今後系統を論じるときの一資料となろ  

う。  

摘  要   

日本産ネズミ頸の骨盤・後肢の形態比較を行い，  

以下のような結論をえた。  

1）骨盤・後肢の骨の結節・隆起一座骨結節・  

大腿骨側隆起・下腰骨側隆起－の発達と，地中生  

活をすることとの関連があると考えられた。   

2）今回，取り扱った全種類のネズミで，恥骨お  

よび閉鎖孔の形状に雌雄差がみられた。これは，雌  

雄の機能の差（雌の分娩行為）との関連があると考  

えられた。   

3）恥骨結合の消失する雌は，ハタネズミ亜科の  

放った全種，およびネズミ亜科のノ、ツカネズミで発  

見された。恥骨結合の短小化・消失については，  

Chapman（1919）と Rensch（1959）の両者の考  

えをあわせた考察が妥当であると考えられた。   

4）骨盤の形態に現われた雌雄差の程度から，系  

統学上の問題にふれた。雌雄差の少ないものを一般  

的形態とすれば，ネズミ亜科の骨盤の形態は一般性  

を保ち，ハタネズミ亜科のそれは特殊化している。  
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